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SABTEC機械式定着工法
設計指針(2014年)概要および今後の展望
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2016年11月8日
(一社)建築構造技術支援機構

代表理事 益尾 潔

SABTEC技術評価取得定着金物
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【 SABTEC評価取得工法の適用範囲一覧】
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メーカー名 工法名称
総則・材

料編
基本

設計編
応用

設計編
高強度

編
外定着

編

 オニプレート定着工法 ○

 FRIP定着工法 －

 共英製鋼(株)  タフ定着工法 ○ ○ ○ ○ ○

 合同製鐵(株)  EG定着板工法 ○ ○ ○ ○ ○

 JFE条鋼(株)  ネジプレート定着工法 ○ ○ ○ ○ ○

 (株)ディビーエス  DBヘッド定着工法 ○ ○ ○ － －

 (株)富士ボルト製作所  フジアンカー定着工法 ○ ○ ○ － －

【凡例】○：適用可、－：適用不可

        高強度編：高強度RC柱梁接合部編、外定着編：柱主筋外定着方式編

○

※ タフ定着工法は、タフネジナット、高強度鉄筋タフネジナット、タフナットおよびタフヘッドを用
いた械式定着工法であり、高強度鉄筋タフネジナットのみが高強度編を適用できる。

 (株)伊藤製鐵所 ○ ○ ○

【各工法で用いられる主筋の鋼種および呼び名】
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メーカー名 商品名またはJIS規格 鋼種 呼び名

普通強度鉄筋
ネジonicon

 SD345,SD390,SD490 D19～D41

 OSD590A, OSD590B D35～D41

 OSD685A, OSD685B D29～D41

JIS G 3112異形棒鋼  SD295A,SD345,SD390,SD490 D13～D41

普通強度鉄筋
タフネジバー

 SD345,SD390,SD490 D13～D41

 USD590B D35～D41

 USD685A D19～D41

 USD685B D32～D41

タフ
ヘッド

竹節鉄筋タフコン
普通強度鉄筋
タフネジバー

 SD295A,SD345,SD390 D13～D41

 SD295A,SD345,SD390 D13

 SD295A,SD345,SD390,SD490 D16～D41

高強度鉄筋  SD590B,SD685B D35～D41

普通強度鉄筋
ネジバー

 SD295A,SD345,SD390,SD490 D13～D41

 USD590B D32～D41

 USD685A,USD685B D32～D41

(株)ディビーエス JIS G 3112異形棒鋼  SD295A,B，SD345，SD390, SD490 D16～D41

 (株)富士ボルト製作所 JIS G 3112異形棒鋼  SD295A,B，SD345，SD390 D13～D41

DBヘッド定着工法

フジアンカー定着工法

合同製鐵(株)
EG

定着板工法

JIS G 3112異形棒鋼

JFE条鋼(株)
ネジプレート

定着工法 高強度鉄筋
ハイテンネジバー

共英製鋼(株)
タフ

定着工法

タフネジ
ナット 高強度鉄筋

タフネジバー

工法名称

 (株)伊藤製鐵所

オニプレート
定着工法 高強度鉄筋

ネジonicon

FRIP定着工法
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・定着板直径は、いずれもJASS5の鉄筋間隔を確保できるように、
定着筋直径の2.5倍程度とし、支圧面積比は5前後としている。

5

引張力

支圧力

定着金物

定着筋

仕口面

定着長さ

ag,ac

付着力
at

Ap

支圧面積比
αp = Ap/at

【機械式定着部の抵抗機構】
設計1-5

解図1.3

【定着金物の長所】
• 定着金物の場合、鉄筋を折り曲げずに、主として定着板の

支圧抵抗によって、定着耐力が確保される。

【機械式定着の短所①】

6

【U型定着】 【機械式定着】

1. 折曲げ定着では、折曲げ余長部の効果により、接合部せん断ひび割れが分散
し、機械式定着では、引張側梁主筋定着部に支圧力が集中し、接合部せん断
ひび割れ幅が拡大する(機械式定着の短所①)。

2. 接合部せん断ひび割れ幅の拡大防止ならびにDs算定時に柱梁接合部せん断破
壊を防止し、梁端の変形性能(部材種別)を保証するためには、所定の接合部横補

強筋を配置することが重要である。

【ト形接合部のせん断ひび割れ状況】

設計1-7

写真1
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【機械式定着の短所②】
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【折曲げ定着】【機械式定着】

1. 小梁主筋定着部などでは、適切な補強筋を配置せずに、機械式直線定着
にすると、のみ込み部が上部から拘束されず、折曲げ余長部が存在しな
いので、早期に定着破壊を起こす恐れがある(機械式定着の短所②)。

2. この場合、折曲げ余長部に代わるかんざし筋などの補強筋を配置する必要
がある(本設計指針15.1節 参照)。

3. この破壊形式は、14.2節の【基礎配筋詳細例(ⅱ)】の基礎梁幅が柱幅よりも

大きい場所打ち基礎に接続する基礎梁上端筋定着部でも発生するので、注
意が必要である。

【小梁主筋定着部の典型的な破壊形式】

設計1-7

SABTEC機械式定着工法
設計指針(2014年)
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本設計指針は、SABTEC評価取得設計指針の共通指針であり、実務で遭遇する複
雑な接合部配筋詳細にも適用可能な設計規定が示されている。

【総則・材料編】

1章　総則

2章　材料

【基本設計編】

3章　設計の原則

4章　終局強度設計の基本原則

5章　柱梁接合部の終局強度設計用せん断力の算定

6章　接合部せん断終局耐力の算定

7章　柱梁接合部の配筋詳細

8章　柱、梁主筋定着部の設計

9章　柱梁接合部および柱梁主筋定着部の許容応力度設計

10章　技術基準解説書に従う機械式定着による柱梁接合部の設計

【応用設計編】

11章  段差梁付き柱梁接合部

12章  定着スタブ付き柱梁接合部

13章 特殊な柱梁接合部および主筋定着部

14章 最下階柱・基礎梁接合部

15章  その他の主筋定着部

（全体構成）

【総則・材料編】

【基本設計編】

【応用設計編】

◎ 【高強度RC柱梁接合部編】

◎ 【柱主筋外定着方式編】

【SRC柱梁接合部編】

◎ 【柱RC梁S接合部・柱SRC梁S接合部編】

◎：新開発技術
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本設計指針による柱梁接合部
および柱、梁主筋定着部の設計フロー

9

(注)※1 接合部耐力余裕度は、技術基準解説書による接合部応力割増し係数と同じ意味とする。

　　※2 主筋材料強度比は、柱梁接合部内の主筋の規格降伏点に対する材料強度の比を表す。

許容応力度設計
(ルート1,2-1,2-2)

終局強度設計
(ルート2-3, 3)

性能検定方式 技術基準方式 置換え方式

設計区分

短期許容応力度 接合部耐力余裕度※1および主筋材料強度比※2

主筋定着長さおよび背面かぶり厚さの検定(8章)

短期設計用
せん断力(9.3節)

接合部終局強度設計用せん断力
(5.1節または10章)

接合部横補強筋比pjwhの検定(7.1節または10章)

　　技術基準方式および置換え方式の場合、技術基準解説書と同様、材料強度は告示の値とする。

短期許容
せん断力(9.3節)

接合部せん断終局耐力
(6.1節または10章)

接合部せん断検定(9.3節、4.3節または10章)

　　性能検定方式の場合、靭性保証型設計指針と同様、材料強度は上限強度算定用材料強度とする。

(注)置換え方式
一貫構造計算プログラ
ムで接合部せん断検定
がOKの場合：適用可

【基本設計編(4章～8章)・要点①】

• 本指針は、ト形、T形、L形、十字形接合部に適用する。

10

4.1 終局強度設計の基本方針

(1) 設計区分および目標性能

ト形、T形、L形、十字形接合部は、それぞれ設計区分Ⅰ、Ⅱ(目標性能①、
②)のいずれかの設計限界層間変形角RuDがメカニズム時層間変形角以上と
なるように設計する。

【目標性能】
① 柱梁接合部は、接続する柱または梁の曲げ

降伏を保証する終局耐力を有すること。
② 柱梁接合部は、接続する柱または梁の曲げ

降伏後、設計区分Ⅱの設計限界層間変形角
RuD以上の変形性能を保証する終局耐力を
有すること。

Ⅰ Ⅱ

ト形、L形、十字形 1/75 1/50

T形 1/100 1/67

(潜在ヒンジ) (降伏ヒンジ)

設計区分接合部
の種類

表4.1 設計限界層間変形角RuD

設計2-3

(注) 設計限界層間変形角RuDは、AIJ靱性保証型指針に示された
梁、柱の終局部材角の目安値を基に決定。
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【基本設計編(4章～8章) ・要点②】

• 接合部必要横補強筋比は、設計限界層間変形角RuDに応じ、式(7.1)によ
って算定される。

11

 直交梁

なし

片側直交

梁付き

両側直交

梁付き

ト形、十字形接合部 R80a=0.03λp 0.4 0.6 1.0 19

T形接合部 R80a=0.024λp 0.6 0.7 1.2 4.8

L形接合部 R80a=0.03λp 0.6 0.8 1.2 8.9

R80aの算定式
αwo

βw

表4.2  R80a、αwoおよびβw

7.1 ト形、T形、L形、十字形接合部における横補強筋

(1)  接合部横補強筋比

ト形、T形、L形、十字形接合部ともに、設計区分ⅠまたはⅡに対し、地震力方向
ごとの接合部横補強筋比pjwhは、下式の必要横補強筋比pjwho以上とする。

pjwho = {(φs･RuD/R80a)-αwo}･Fc/(βw･σwy) (7.1)

pjwh = nh･awh/(Bc･jtgo)   

・必要横補強筋比pjwhoの算定式
は、R80min/φs≧RuDの条件より
導出される。

・安全率φs=2.0

・接合部耐力余裕度λp ≧1.0

設計2-26
2-7,2-3

【式(7.1)の接合部必要横補強筋比の根拠１】
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ト形接合部のR80－gQju/gQmu関係

• ト形接合部の場合、接合部耐力余裕度を用いると、接合部せん断破壊型と梁曲
げ破壊型を判別できるが、梁曲げ降伏後の限界層間変形角実験値R80は、ばら
つきが大きく、 接合部耐力余裕度を指標とするだけでは、 R80の予測は難しい。

• R80のばらつきが大きい主な原因は、接合部横補強筋量の違いによる。

0

2

4

6

8

10

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

gQju/gQmu

R80(/100rad.)

1.１

Fc45

Fc120
Fc60

ag=12db～15db

R80a=

0.03(gQju/gQmu)

(高強度)
 ● ネジ節型
◆ 円形定着板
(普通強度 ○)

0.0

0.5

1.0

1.5

0.0 0.5 1.0 1.5

gQju/gQmu

gQmax/gQmu

(高強度)
  ● ネジ節型
◆ 円形定着板
(普通強度 ○)

ト形接合部のgQmax/gQmu－gQju/gQmu関係
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【式(7.1)の接合部必要横補強筋比の根拠２】
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R80－R80min関係

• 限界層間変形角計算値R80minは、接合部横補強筋量pjwh･σwy/σBを考慮する
ことによって、限界層間変形角実験値R80を概ね妥当に評価できる。

• 式(7.1)の接合部必要補強筋比pjwhoは、限界層間変形角計算値R80minの算定式
を基に導出される。

R80/R80a－pjwh･σwy/σB関係

0

1

2

3

0.00 0.05 0.10 0.15

pjwh･σwy/σB

R80/R80a

αwo=0.4

回帰式

αwo=0.6

αwo=1.0

0

2

4

6

8

10

0 2 4 6 8 10

R80min(/100)

R80(/100)
1.0

0.8

GE4-590-4

● ネジ節型(高強度)
◆ 円形定着板型(高強度)
○　普通強度
▲　片側直交梁付き
▲　両側直交梁付き

【基本設計編(4章～8章) ・要点③】

• ト形、十字形接合部は水平方向せん断力、T形、L形接合部は水平および鉛
直方向せん断力について検定を行う。

14

4.3 接合部せん断力の設計条件
(1) ト形接合部

ト形接合部は、梁主筋定着長さagが8.1節(1)の規定を満足することを基本と

し、下式を満足するように設計する。

Vpuh＞λp･Vmuh

(2) T形、L形接合部

Vpuh＞λp･Vmuh、かつ、Vpuv＞λp･Vmuv

λp：接合部耐力余裕度(λp≧1.0)

Vmuh, Vmuv：水平、鉛直方向の柱梁接合部の終局強度設計用せん断力

Vpuh, Vpuv： 水平、鉛直方向の接合部せん断終局耐力
(3) 十字形接合部

十字形接合部は、ト形接合部と同様、 Vpuh＞λp･Vmuh

設計2-10
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【基本設計編(4章～8章) ・要点④】
• 柱梁接合部の終局強度設計用せん断力Vmuh、Vmuvは、5.1.1項の部分架構モ

デルまたは5.1.2項のDs算定時応力を用いて算定する。

15

5.1 柱梁接合部の終局強度設計用せん断力

5.1.1 部分架構モデルによる場合

5.1.2  Ds算定時応力を用いる場合

/2
o/2Dc

Qg

Qcu

Dg

Mg
Mc

h/2ho/2

h/2ho/2

Mc

Qcu

Vh(Vv)

/2 /2
o/2 o/2

Dc

Qg'
Qg

Qcu

Dg

Mg'

MgMc
h/2

ho/2

Vh(Vv)
Ng' Ng

Nc=Qg'-Qg

(Qg+Qg')=Qcu･(h/)

Mg+Mg'=(Qg+Qg')･(o/2)

Ng+Ng'=Qcu

/2
o/2

Dc

Qg

Qcu

Mg

Mc

Vh(Vv)

Nc=Qg

Ng=Qcu

Qg=Qcu･(h/)

/2
o/2

Dc

Qg

Qcu

Dg

Mg
Mc

h/2
ho/2

Vh(Vv)

Nc=Qg

Ng=Qcu

Nc,Ng:圧縮軸力 Nc,Ng:引張軸力

(c) L形部分架構(b) T形部分架構(a) ト形部分架構

解図5.1～解図5.3 部分架構モデル

(注)デザインマニュアル(2014年)3章SABTEC機械式定着プログラムを用いた
RC柱梁接合部の設計例 参照

設計2-15

(注) 部分架構モデルの応力条件は、確認実験の場合と同じ

【基本設計編(4章～8章) ・要点⑤】

• 接合部せん断終局耐力Vpuh,Vpuvは、水平方向、鉛直方向ともに、靭性保証
型指針式に準じて算定する。

16

6章 接合部せん断終局耐力の算定

水平方向および鉛直方向の接合部せん断終局耐力Vpuh,Vpuvは、式(6.1)による。

ただし、ト形および十字形接合部のVpuvは算定しなくてもよい。

Vpuh = κu･φ･Fj･bj･Djh,  Vpuv =κu･φ･Fj･bj･Djv (6.1)

【柱梁接合部の形状係数κu 】

ト形、T形接合部：κu=0.7、十字形接合部：κu=1.0

L形接合部：(正加力時)κu=0.6、(負加力時)κu=0.4

ただし、Ds算定時応力を用いて終局強度設計用せん断力

を算定する場合、正負加力時ともに、κu=0.4とする。

【水平および鉛直方向の接合部有効せいDjh, Djv 】

(水平方向) ト形接合部：Djh=ag

L形接合部：正加力時Djh=dh、負加力時Djh=ag

T形、十字形接合部：Djh=Dc

(鉛直方向) T形、L形接合部： Djv=ac

図6.1 柱梁接合部
の有効幅

設計2-24
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【基本設計編(4章～8章) ・要点⑥】
• 梁主筋定着長さagは、構造規定を考慮した必要定着長さaｇo 以上とする。

• aｇo = max (ao, 12db, (2/3)Dc）

17

8.1 ト形、十字形接合部における梁主筋定着部

(1) 梁主筋の定着長さ

梁主筋定着長さagは、式(8.1)の必要定着長さao以上、12db以上かつ(2/3)Dc

以上を基本とし、必要定着長さaoの上限は25dbとする。

(8.1)

Sa = 56-19σsy/(k5･k6･σauo),  Djg = 1.17(jtg/db) + 24 

ao/db：必要定着長さ比、 σsy：主筋の上限強度算定用材料強度

σauo = βao･(31.2Fc-0.5-1.26)･Fc ：基本支圧強度(N/mm2)

βao：定着耐力の低減係数

両側直交梁付きの場合：βao=1.0、それ以外の場合：βao=0.8

k5 : 接合部横補強筋比(pjwh)による補正係数

k6 ：定着筋直径(db)による補正係数

•

 2
ao jg tg b a jgb /d = D -2(j /d )･S - D

設計2-34

(注) 式(8.1)は、定着耐力式を基に、Tau≧Tyより誘導される。

Tau：益尾、窪田式による定着耐力、Ty：梁主筋の降伏耐力

【基本設計編(10章) ・要点】
• 10章 (2)項の構造規定を満足すれば、折曲げ定着を機械式定着に置き換え

てもよい。

18

10章 技術基準解説書に従う機械式定着による柱梁接合部の設計

(1) 基本事項

1) 機械式定着によるト形、T形、L形、十字形接合部は、(2)項の構造規定を
満足する場合、技術基準解説書に従って設計してもよい。

2) 一貫構造計算プログラムを用い、技術基準解説書に従い折曲げ定着を
想定した柱梁接合部のせん断検定を行った場合、(2)項の構造規定を満
足すれば、折曲げ定着を機械式定着に置き換えてもよい。

(2) 構造規定

1) ト形、十字形接合部内の梁主筋定着部は8.1節、T形、L形接合部内の柱
主筋定着部は8.2節、L形接合部内の梁主筋定着部は8.3節によることを
基本とする。

2) 接合部横補強筋比は、ト形接合部ではpjwh≧0.2%とし、T形、L形、十字
形接合部では、接合部被覆率が50%以上の両側直交梁付きの場合、
pjwh≧0.2%、それ以外の場合、pjwh≧0.3%とする。

設計2-49
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特殊形状柱梁接合部

19

(Type A) (Type B)

【段差梁付き柱梁接合部】

DR

DL DL
DR

重なり部

包絡部

eR

eL
eR

eL=0

(上階柱絞り十字形接合部)

【上階柱絞り柱梁接合部】

(上階柱絞りト形接合部)

Mc1正
Mc1負

Mc2正
Mc2負

Mg正 Mg負

接合部
横補強筋

e≦Dg/6

Dg

正加力時
圧縮スト
ラット

負加力時
圧縮スト
ラット

 ag1

 ag2

11章

13章

20

D

D DL
DR

重なり部

包絡部

(Type A)     (Type B)

図11.1鉛直段差梁付き十字形接合部

Qcu

Mg

Tg

Cg

Vh1=Tg'-Qcu
Tg'

Cg'

Mg'

Qcu

Vh1

Vh2=Vh1+Cg
Tg' Cg

Tg

Cg'
Qcu Vh1=Cg'-Qcu

Mg'

Mg

Qcu Vh2=Tg'+Cg-Qcu

Vh2

図11.2 重なり部梁主筋の定着形式

【応用設計編】11章 段差梁付き柱梁接合部
11.1 鉛直段差梁付き柱梁接合部

【基本方針】

1) 段差梁付き十字形接合部のせん断設計は、式(4.4)による。

2) 段差梁付きT形接合部のせん断設計は、式(4.5)による。

貫通定着
非貫通定着

Dc

Lgo≧Dc+o

o=10db

Lgo

【貫通定着】 【非貫通定着】

【準貫通定着】

・ 左右梁重なり長さは、Type Aでは大きい方の梁
せいの(3/4)倍以上、Type Bでは大きい方の梁せ
いの(2/3)倍以上とする。

設計3-1
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21
解図11.10 水平段差梁付き接合部の分類

【応用設計編】
11.2 水平段差梁付き柱梁接合部

• 柱、梁主筋の定着設計は11.1節(1)、接合部せん断設計は11.1節
(2)、接合部横補強筋およびかんざし筋は11.1節(4)の鉛直段差梁
付き柱梁接合部に準じる。

• ただし、左右または前後の梁幅が重ならない場合には、柱断面の
半分と左梁および右梁からなる２つのト形接合部またはL形接合部
として設計する。

(a) 梁幅が重なる場合 (b) 梁幅が重ならない場合

柱

柱

左梁

右梁

CL

右梁
左梁

設計3-7

【応用設計編】
13.2 上階柱断面が絞られた柱梁接合部

22

図13.1 上階柱絞り
ト形接合部

1. 上階柱絞りト形接合部の場合、接合部有効せいDjhは、梁上下主筋定着長さ
(ag1, ag2)の平均値としてもよい。

2. 柱梁接合部コアが下階柱せい全体に対して形成されるように、接合部横補
強筋を配置した場合、接合部有効せいDjhは、下階柱せいDcとしてもよい。

3. 柱梁接合部コアは、接合部横補強筋で囲まれた範囲とする。

図13.2 上階柱絞り
十字形接合部

Mc1正
Mc1負

Mc2正

Mc2負

Mg正 Mg負

接合部
横補強筋

e≦Dg/6

Dg

正加力時
圧縮スト
ラット

負加力時
圧縮スト
ラット

 ag1

 ag2

解図13.5 下階柱せい全体
(接合部コアが)拘束された
上階柱絞りト形接合部

設計3-13
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【応用設計編】
上階柱絞りト形接合部の配筋詳細例

23

(a)上下階柱外面が一致する場合 (b)上下階柱内面が一致する場合

解図13.2 上階柱絞りト形接合部の配筋詳細例

・ 図(b)の柱内面合せト形接合部の場合、Dc2≧Laを満足し、上階柱絞り部の出隅および

入隅でのひび割れ幅拡大防止のために、追加接合部補強筋を配置すれば、梁上端筋
の定着部は、梁主筋定着部を機械式直線定着としてもよいとした。

設計3-15

【応用設計編】
ピロティ柱梁接合部の配筋詳細例

24

(a)上下階柱外面が一致する場合 (b)上下階柱内面が一致する場合

解図13.9 ピロティ柱梁接合部の配筋詳細例

ac

L1h
以上

L2またはL2h以上

e

逆L形
かんざし筋

 ag

 ag

A A

上階
柱断面

Bc

e

逆U形
かんざし筋

L1h
以上

L2またはL2h

e

逆L形
かんざし筋

 dh

pv avac

 ag

A A

上階
柱断面

Bc

e

逆U形
かんざし筋

(A-A断面) (水平断面) (A-A断面) (水平断面) 

・ 図(a)では上階柱内面側、同図(b)では上階柱外面側の柱主筋定着長さacをJASS5のフ

ック付き定着長さL2hまたは直線定着長さL2以上としている。
・ これによると、上階柱主筋定着部から延びるストラットの効果を期待できる。

・ 地震力方向にピロティ骨組が存在しても、耐震壁架構が当該方向の保有水平耐力の
過半を負担する場合、10章の技術基準解説書に従う機械式定着による柱梁接合部
の設計を適用してもよい。 → 13.2節の解説(4)(a)

設計3-18
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【高強度柱梁接合部編】の要点

25

1. 高強度コンクリートとSD490以下の普通強度鉄筋の組合せ

使用を可能にしている。
2. 高強度材料を用いた最上階または最下階のL形接合部の

実験を基に、高強度鉄筋を柱主筋とした場合の適用範
囲を拡大している。

SD295～SD490 590級、685級

Fc45

Fc60

Fc120

コンクリート

設計基準強度

鉄筋

鋼種

高強度材料
【高強度編】

普通強度材料

4章～15章

高強度

コンクリート

【高強度編】

【普通強度材料と高強度材料】

【柱主筋外定着方式】

26

【開発の背景】

1) 機械式定着でも、最上階梁上端筋を折り曲げると、直交梁主筋および柱
主筋と干渉しやすく、接合部配筋詳細が複雑になる。

2) 最上階L形接合部内の梁、柱主筋定着部の納まりは、最上階だけでなく、
下階の梁、柱主筋定着部の納まりに影響を及ぼすので重要である。

3) 上記1),2)より、柱主筋外定着方式が考案された。

4) 本方式は、最下階柱主筋と基礎梁主筋定着部にも応用できる。

応力
伝達
範囲

引張力

引張力

応力
伝達
範囲

引張力

引張力

(b) 余長部タイプB(a) 余長部タイプA

Qg Mg

Tg

Cg

 ao以上,16db以上
かつ(3/4)Dc以上

Dc

 ao以上,14db以上
かつ(2/3)Dc以上

10db
以上

Dg

下階柱頭部の
横補強筋と同鋼種、
同径かつ同間隔以下

Qc
McTc

Cc

 L2h
以上

鉛直スタブ付きL形接合部の配筋詳細

鉛直スタブ付きは、計
画上、採用されにくい。

従来の機械式定着による
L形接合部・梁上端筋の抵抗機構

安井 雅明、福本 義之 ：機械式定着工法による柱梁接合部配筋詳細のモジュール化の提案、SABTEC機構HP、WEB講座-11

益尾潔：高強度・太径主筋を用いた接合部配筋詳細納まり検討例、SABTEC機構HP、WEB講座-13 

https://sabtec.or.jp/elearning.php#web_lec13

設計5-1
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【柱主筋外定着方式】
柱梁接合部の抵抗機構

27

(T形接合部) (L形接合部)

TH

Cg
Tg

TCf

TCi

定着部拘束筋

TCf

Tg=Ty
付着力

TCi

TH

定着部拘束筋

柱主筋定着金物位置から
延びる圧縮ストラットに
よる下向きベクトル

　ac
dg 

　ag

dc

CTOP

• 定着部拘束筋は、梁上端筋の引張力を伝達する。
• かんざし筋は、梁上端筋定着部の上面押し出し力に抵抗する。

• 柱主筋外定着方式によると、最下階から最上階まで
の骨組全体の配筋詳細の納まりが改善される。

【柱主筋外定着方式編】
詳細図S-2 幅広型基礎梁主筋定着部の標準配筋詳細

28(c) 柱梁接合部配筋詳細

(C-C断面) (D-D断面)

(b)A-A断面(B-B断面)
(a)水平断面

(水平断面)

設計5-24
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【柱主筋外定着方式編】
詳細図S4 免震基礎における基礎梁主筋定着部の標準配筋詳細

29
(c)下部構造側水平断面

(b)上部構造側水平断面

(a)鉛直断面

設計5-26,27

【柱主筋外定着方式編】
5章 最下階柱・基礎梁接合部の設計
解説(2) 幅広梁付きL形接合部の実験

30
解図5.1、解図5.2 接合部配筋詳細
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【柱主筋外定着方式編】
5章 最下階柱・基礎梁接合部の設計

解説(2) 幅広梁付きL形接合部の実験結果

31

解図5.3 実験結果

CTY

BTY

CTY

MJ C

CATY

MJ C

BATY

BTY

-600

-400

-200

0

200

400

600

-60 -40 -20 0 20 40 60 80 100

0.8Q max

R (×10-3rad)

【試験体：GWL4-680-B】

Q max(= 486kN)

-Q max

(=-337kN)

Q c (kN)

R max = 28.1 ×10-3rad

R 80 = 82.2 ×10-3rad

【柱主筋外定着方式編】
5章 最下階柱・基礎梁接合部の設計

(4) 幅広型基礎梁

32

1) XY方向ともに、lag≧Dcかつlag≧20dbを満足する場合、基礎梁同

士の交差部を柱梁接合部とし、同接合部内まで基礎梁の横補強
筋を延長配置すれば、接合部横補強筋比pjwhは、式(3)で算定し
てもよい。

pjwh = nj･aw/(Bg･X） (3)
X=lag-dt：接合部横補強筋区間、lag：梁主筋定着長さ

dt：梁主筋中心かぶり厚さ、nj：X区間内の接合部横補強筋組数

2) 梁接合部内まで横補強筋を延長配置した幅広型基礎梁先端部に
おける、柱断面外の直交基礎梁上端筋および下端筋定着部には
、式(10)を満足するコ形の柱断面外拘束筋を配置する。

ΣTwy ≧ 0.4×ΣTgy (10)

ΣTgy：当該基礎梁主筋の全規格降伏引張力

ΣTwy：柱梁接合部内に配置する柱断面外拘束筋の

足部全本数分の規格降伏引張力
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【本編を適用できるSRC柱梁接合部】

33

(a) 強軸H形鋼 (非貫通型定着)

(貫通型定着)

(b)T形断面鉄骨 (b)L形断面鉄骨

検討対象

地震力

(a)非貫通型定着 (b)貫通型定着

RC造柱梁接合部とみなして
設計する場合(弱軸H形鋼)

【本編を適用できるSRC柱梁接合部】

【柱RC梁S接合部・柱SRC梁S接合部編】

34

1. 本編では、最上階L形接合部の実験を基に、従来明らか
にされていない柱RC梁S接合部および柱SRC梁S接合部に
おける柱主筋定着部の設計条件を規定している。

2. 本編で用いる柱主筋は、SD295A,B,SD345,SD390とする。

Ｓ梁

ＲＣ柱

柱主筋

せん断補強筋

ふさぎ板

Ｓ梁

支圧板

せん断補強筋ＲＣ柱

柱主筋

せん断補強筋

(a) ふさぎ板形式 (b) せん断補強筋形式

【柱RC梁S接合部の補強形式】
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SABTEC機械式定着工法
RC構造設計指針(2017年)

RCS混合構造設計指針(2017年)
発刊に向けて

35

1) SABTEC指針(2014年)は、発刊後、適用実績が増え、高さ60m
以下の一般建物の設計への適応性向上のために、段差梁付き
柱梁接合部や最上階L形、T形接合部などの規定の改定が要
望さている。

2) 当機構では、鉄骨柱脚部・基礎梁主筋定着研究会（委員長 三
谷勲 神戸大学 名誉教授）として、従来、実験的に未解明であ
った機械的定着工法による鉄骨露出柱脚・基礎梁主筋定着部
について実験を行い、設計法の構築のための開発研究を行っ
ている。

3) 従来のRC柱梁接合部内の主筋定着から鉄骨露出柱脚・基礎
梁主筋定着までを含めた設計指針にすると、設計規定が多岐
にわたるので、「RC構造」と「RCS混合構造」の2分冊の設計指
針を発刊する予定である。

SABTEC機械式定着工法
RC構造設計指針(2017年)

改定の要点

36

1) 現在、ト形接合部実験データが増え、限界層間変形角実験値
R80の推定精度が向上し、指針式(7.1)の信頼度が高まったので
、指針7.1節(1)では、指針式(7.1)の接合部必要横補強筋比
pjwhoを満足する場合、ト形、T形、L形、十字形接合部に係わら
ず、接合部横補強筋比pjwhを0.2%以上とする。

2) 指針式(7.1)の接合部必要横補強筋比pjwhoを用いれば、 ①段
差梁付き柱梁接合部の検定作業が簡素化され、②Ds算定時

層間変形角を考慮した最上階L形、T形、十字形接合部の接合
部横補強筋比選択の自由度が増す。
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SABTEC機械式定着工法
RCS混合構造設計指針(2017年)

【RCS混合構造編】

37

1) 鉄骨露出柱脚部と組合せて用いられる従来の折曲げ定着によ
る基礎梁主筋定着部は、アンカーボルト、基礎梁主筋定着部、
柱型主筋、柱型横補強筋が輻輳し、施工が難しい。

2) 当機構では、 2014年12月より開発研究に着手し、鉄骨柱脚部・
基礎梁主筋定着研究会参加会社への支援業務として2015年
度実験および2016年度実験を行った。

3) 開発研究では、機械式基礎梁主筋定着部と既製品鉄骨露出柱
脚部を組合せて用いる場合の設計法は、本設計指針の規定を
満足し、かつ、既製品露出柱脚部の規定を満足することを基本
とした。
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【 代表的な柱型部・基礎梁主筋定着部配筋詳細】

【系列1試験体No.1(U型)】 【系列1試験体No.2(ネジ節型)】
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39

【試験体全体寸法および加力方法】

• 実験時に試験体を反転させ、既往のRC造L形接合部実
験と同様の加力方法とした。
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